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理由
すでに当初計画の１００％を超える光反応量子収率を達成し、その再現性についても十分な確証を得た。さらに放射線検出機能についても新たに見出し、その実
効性を検証することに成功しており当初予定を大きく超える成果を得たといえる。
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分子の励起状態と光化学反応に関する科学は自然界の光化学反応の理解やエネルギーや情報技術の基盤学理として研究が進められてきた。本研究では光反応量子
収率が１００％を大きく超える高効率光反応系の構築と光反応剤の高効率化に向けて分子材料システムの開発を進めてきた。平成29年度においてはこれまで進め
てきた高効率の連鎖開環反応を示す分子に関する分子構造と反応条件および連鎖反応性に関する相関について研究を行った。化学酸化剤、光反応、電気化学反応
あるいは放射線反応などの方法により閉環体の酸化反応が進行すると、連鎖反応により連続的に開環反応が進行することが見いだされた。有機化学酸化剤による
電子移動に伴う反応収率が１０００００％に達する高効率反応系を吸収スペクトル変化から確認した。さらに光によるトリガーを考慮して光酸化反応に適した分
子構造としてフェニルチオフェン骨格を導入した分子について、クロロホルムや塩化メチレンなどの含塩素溶媒を用いる条件で光照射に伴う退色反応が見いださ
れた。また光照射後暗所に保持しても持続的に退色反応が継続し、酸化連鎖退色反応の進行が認められた。反応条件を検討した、開封後の保存期間が管理されて
いない溶媒では再現性が極めて低いことが見いだされた。この結果、開封直後の溶媒を利用するなどにより再現よく光反応性を認めることが可能となり、２００
０％を超える光反応量子収率を見出した。さらにこの反応系に対してX線を照射することで持続的な退色反応が確認された。照射線量に応じて消色反応の反応量や
反応速度が変化することが見いだされた。これを利用して放射線の線量を検定する放射線センサーとしての有用性が認められた。１ｍGrレベルの低線量において
も再現性良く消色反応が確認され、有機分子系としては世界最高レベルの高感度放射線検出が可能であることが明らかになった。
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引き続き超高感度光反応系の構築に向けて研究を進めるとともに、放射線検出系に関する検討を加速する。再現性についてはまだ十分とは言えない面もあり、早
急に最適条件を見出し、論文発表へとつなげる。固体表面での自己組織化が確認されたことから異性化についても再現性良く見い出すことが可能と期待される。
また光反応系に関しては実験条件を詳細に検討して反応量子収率の向上を図る
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フォトクロミックジアリールチアゾールを用いた酸化的異性化反応

Highly-sensitive terarylenes and their STM studie

フォトクロミックジアリールチアゾールを用いた酸化的異性化反応

Highly-sensitive terarylenes and their STM studie
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Terarylene photoacid and photobase generators

Efficient oxidative cycloreversion of photochromic terarylene

Enantioselective energy transfer on chiral supramolecular nanofibers
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Efficient electro-cycloreversion reactivity of dithienylthiazole and dibenzothienylthiazole

Photo-Switching of Circularly Polarized Luminescence in a Dinuclear Europium Complex

Terarylene photoacid and photobase generators

フォトクロミックターアリーレン骨格を用いた新規光超強酸発生剤の創成
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Ryosuke Asato, ShieWan-Rue, JanPatrickCalupitan, Takuya Nakashima, Tsuyoshi Kawai, JiangJyh-Chiang

Daiya Shimizu, Takuya Nakashima, Patino Diaz Aitor, Tsuyoshi Kawai

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
Jan Patrick Calupitan, Olivier Galangau, Olivier Guillermet, Roland Coratger, Roland Coratger, Takuya Nakashima, G. Rapenne,
Tsuyoshi Kawai

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名
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【研究代表者・所属研究機関控】

２版

2017年

2018年

2018年

2018年

 ４．発表年

 ４．発表年

高感度ドミノクロミック反応による放射線検出

フォトクロミックターアリーレン骨格を基盤とする新規光超強酸発生剤の開発

【新学術4領域合同ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ】

【日本化学会第９８春季年会】

【日本化学会第９８春季年会】

【日本化学会第９９春季年会】

 ４．発表年

Synthesis and Characterization of Photochromic Cyclic Tetra-arylenes

フォトクロミックターアリーレン骨格を用いた光ルイス酸発生剤の合成

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 １．発表者名
Ryo Mizutsu, Yuichiro Hashimoto, Junpei Kuno, Miku Yamada, Takuya Nakashima, Tsuyoshi Kawai

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ryosuke Asato, Takuya Nakashima, Tsuyoshi Kawai

Daiya Shimizu, Takuya Nakashima, Ryo Mizutsu, Tsuyoshi Kawai

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shiori Matsuoka, Yuichiro Hashimoto, Miku Yamada, Takuya Nakashima, Tsuyoshi Kawai

 ３．学会等名
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２版

2018年

2018年

2018年

2017年

Enantioselective Energy transfer on Chiral Nanofibers

Circularly Polarized Luminescence of Tetra-nuclear Europium(III) Complexes

Synthesis of Photochromic Molecules Showing Subsequent Elimination Reaction Based on Asymmetric Terarylene

Enhancement of Circularly Polarized Luminescence in Aggregated States

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

16th International Conference on Chiroptical Spectroscopy 2017（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

【French-Japanese International Associated Laboratory Nano-synergetics:Workshop for young researchers】（国際学会）

【French-Japanese International Associated Laboratory Nano-synergetics:Workshop for young researchers】（国際学会）

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ramarani Sethy, Jatish Kumar, Remi Metivier, Arnaud Brosseau,Takuya Nakashima, Tsuyoshi Kawai

Tan Yan Bing, Junpei Yuasa, Tsuyoshi Kawai

Ryo Mizutsu, Yuichiro Hashimoto, Junpei Kuno, Miku Yamada, Takuya Nakashima, Tsuyoshi Kawai

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

T.KAWAI

 ３．学会等名

【French-Japanese International Associated Laboratory Nano-synergetics:Workshop for young researchers】（国際学会）
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２版

2018年

2017年

2017年

2017年

ドミノクロミック反応を用いた有機Ｘ線検出分子材料の開発

寒天ゲル中に固定したアゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料の光変形

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ピレン骨格を含む新規アモルファス分子材料の固相における発光挙動

第65回 応用物理学会 春季学術講演会

第66回高分子学会年次大会

第66回高分子学会年次大会

The 34rd International Conference of Photopolymer Science and Technology（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

Vapochromic Fluorescence Observed for Emitting Amorphous Molecular Materials

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

中野英之

米田祥二,中野英之　他

H. Nakano

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

朝戸 良輔, Jan Patrick Calupitan, 岡田 豪, 中嶋 琢也, 河口 範明, 柳田 健之, 河合 壯
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２版

2017年

2017年

2017年

2017年

ピレン骨格を含むアモルファス分子材料の創製と結晶多形に基づく発光色変化

新規ジスチリルベンゼン系メカノフルオロクロミック材料の合成と発光挙動

 ４．発表年

 ４．発表年

第29回万有札幌シンポジウム

新規ジスチリルベンゼン系メカノフルオロクロミック材料の合成と発光挙動

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年光化学討論会

2017年光化学討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

寒天ゲル中に固定したアゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料微粒子の光誘起形状変形

 １．発表者名
金子凌平,中野英之　他

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

金子凌平,中野英之　他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中野英之

米田祥二,中野英之　他

2017年光化学討論会

 ４．発表年
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２版

2017年

2017年

2017年

2017年

ソフトな界面上に作製したアゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料薄膜のフォトメカニカル挙動

ポリ酢酸ビニル膜中に分散させた一置換ピレンの発光挙動

フォトクロミックアモルファス分子材料を含む複合系のフォトメカニカル挙動

発光性アモルファス分子材料を用いるアップコンバージョン発光

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年光化学討論会

2017年光化学討論会

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

北野文萌,中野英之　他

高橋宏輝,　中野英之　他

中野英之

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

宍戸一樹、　中野英之　他

第66回高分子討論会

第66回高分子討論会
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２版

2017年

2017年

2017年

2017年

アゾベンゼン系アモルファス分子材料－有機酸複合膜が示す可逆的色彩変化

Creation of Mechanochromic Luminescent Materials

新規ジスチリルベンゼン系メカノフルオロクロミック材料の合成と発光挙動

寒天ゲル表面上におけるアゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料薄膜の光応答挙動

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第66回高分子討論会

The 13th IUPAC International Conference on Novel Materials and their Synthesis（招待講演）（国際学会）

第7回CSJ化学フェスタ2017

第7回CSJ化学フェスタ2017

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

H. Nakano

金子凌平、　中野英之　他

北野文萌、　中野英之　他

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

北村侑也、　中野英之　他
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２版

2017年

2017年

2017年

2018年

ソフト界面上のアゾベンゼン系アモルファス分子材料薄膜が示すフォトメカニカル挙動

メカノクロミック発光性アモルファス分子材料の設計・合成

アゾベンゼン系アモルファス分子材料－有機酸ハイブリッド膜が示す可逆的色彩変化

ポリ酢酸ビニル膜中に分散させた1-アセチルアミノピレンの発光挙動

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36回固体・表面光化学討論会

高分子学会第52回北海道支部研究発表会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名
森健介、　中野英之　他

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

北村侑也、　中野英之　他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋宏輝、　中野英之　他

北野文萌、　中野英之　他

第7回CSJ化学フェスタ2017

第7回CSJ化学フェスタ2017

（16／23）
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２版

2018年

2018年

2018年

2018年

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料－ポリ酢酸ビニル複合膜の光応答

ポリ酢酸ビニル膜中に分散させた1-アルカノイルアミノピレン類のクロミック発光挙動

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料薄膜の寒天ゲル表面上における光応答挙動

アモルファス分子材料を用いる三重項－三重項消滅アップコンバージョン発光

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

高分子学会第52回北海道支部研究発表会

高分子学会第52回北海道支部研究発表会

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

土井雄登、　中野英之　他

高橋宏輝、　中野英之　他

北野文萌、　中野英之　他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

宍戸一樹、　中野英之　他

高分子学会第52回北海道支部研究発表会

高分子学会第52回北海道支部研究発表会
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【研究代表者・所属研究機関控】

２版

2018年

2018年

2018年

2018年

アゾベンゼン系アモルファス分子材料－有機酸ハイブリッド膜の可逆的色彩変化

ピレン骨格を含むアモルファス分子材料の結晶多形に基づくスペクトル変化

1,4-Bis(2-cyano-2-{4-[5-(4-methylphenyloxy)pentyloxy]phenyl}ethenyl)-2,5-dimethoxybenzene固相膜の光誘起発光色変化

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料薄膜のソフト界面上における光誘起形状変化

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

高分子学会第52回北海道支部研究発表会

化学系学協会北海道支部2018年冬季研究発表会

化学系学協会北海道支部2018年冬季研究発表会

化学系学協会北海道支部2018年冬季研究発表会

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

米田祥二、　中野英之　他

金子凌平、　中野英之　他

北野文萌、　中野英之　他

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

北村侑也、　中野英之　他
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【研究代表者・所属研究機関控】

２版

2018年

2018年

2018年

2018年

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料を含む混合粒子のゲル中における光変形

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料の寒天ゲル中ならびに寒天ゲル表面におけるフォトメカニカル挙動

ポリ酢酸ビニル膜中に分散させた1-アルカノイルアミノピレン類のクロミック発光

1-ブチルカルバモイルピレンの結晶多形とメカノフルオロクロミズム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学系学協会北海道支部2018年冬季研究発表会

新学術領域研究「高次複合光応答分子システムの開拓と学理の構築」第6回公開シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名
中野英之

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高橋宏輝、　中野英之　他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

阿部顕勝、　中野英之　他

鵜飼裕康、　中野英之　他

化学系学協会北海道支部2018年冬季研究発表会

化学系学協会北海道支部2018年冬季研究発表会
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【研究代表者・所属研究機関控】

２版

2018年

2018年

2018年

2018年

ポリ酢酸ビニル膜中に分散させた1-アルカノイルアミノピレン類の発光挙動

アモルファス分子材料－有機酸ハイブリッド膜が示す可逆的発光色変化

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料薄膜のソフト表面上における光応答挙動

1,4-Bis(2-cyano-2-{4-[5-(4-methylphenyloxy)pentyloxy]phenyl}ethenyl)-2,5-dimethoxybenzene固体の光誘起発光色変化

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高橋宏輝,中野英之　他

北村侑也、中野英之　他

北野文萌、中野英之　他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

金子凌平、中野英之　他

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会
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２版

2018年

2017年

2017年

2017年

アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料含有複合分子ガラス粒子の寒天ゲル中における光変形

1-チアゾリルと1-チエニル-2-ビニル-2-フェニルチアゾール誘導体のフォトクロミズム

1-チアゾリルと1-チエニル-2-ビニル-2-フェニルチアゾール誘導体の合成とフォトクロミズム

ヨウ素を用いた無溶媒合成による二次電池用有機正極活物質の耐久性改善

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第98春季年会

光化学討論会

日本化学会第98春季年会

第20回ヨウ素学会シンポジウム

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高見静香

高見静香

田中裕真　谷藤尚貴

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中野英之
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２版

2017年

2017年

2017年

2017年

正極活物質中のナノカーボン成分の検討による有機系Li二次電池の実用的改善

10代向け化学研究指導の高度化を通じた化学教育への貢献

ナノカーボンとの相互作用増大による有機硫黄系活物質の充放電耐久性の改善

有機ジスルフィドを正極活物質としたLi二次電池の有機基検討による充放電特性改善

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

日本化学会中国四国支部大会2017

日本化学会第９８年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

谷藤尚貴
 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

田中裕真　谷藤尚貴

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田中裕真　谷藤尚貴

小林怜加　谷藤尚貴

第6回CSJ化学フェスタ2017

日本化学会中国四国支部大会2017
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２版

〔図書〕　計0件

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会
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